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はじめに

　和歌山県立文書館は、歴史資料として重要な文書等（古文書・公文書・行政刊行物等）
を収集・保存し、これらの活用を図り、もって県民の学術及び文化の発展に寄与すること
を目的として設置され、平成５年(1993)７月31日に開館しました。
　これまで当館の調査研究活動の成果で専門的な内容については、『和歌山県立文書館紀
要』で発表してきましたが、令和５年(2023)に開館後30年間の業務実績をまとめた『古
文書・公文書等の収集・保存・整理・活用―和歌山県立文書館の業務―』を発行したこと
を機に、毎年の業務実績と研究成果を併せて報告することとして、『和歌山県立文書館年
報・研究報告』を創刊いたします。
　今後は、当館の研究成果をより親しみやすいかたちで報告し、活動をＰＲしている『和
歌山県立文書館だより』と併せてご覧いただければ幸甚です。
　人口減少や過疎化の進行により、地域に所在する古文書等の歴史資料を取り巻く状況は厳
しさを増しています。一方、デジタル技術の進展、インターネットの普及等により、令和５
年度から和歌山県の公文書管理が完全電子化されるなど、「歴史資料として重要な文書等」
も電子的に作成され、デジタルアーカイブにより公開される時代へと移行しつつあります。
　当館は、市町村や地域の方々の御協力もいただきながら、時代の変化に対応し、役割を
果たすべく取組を進めて参ります。
　今後とも、当館の活動に一層の御理解・御協力・御指導・御鞭撻を賜りますようお願い
申し上げます。

　令和６年10月

　　和歌山県立文書館
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１　館の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（１）設置目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　和歌山県立文書館（以下「当館」という。）は、県や県内各地域の歴史資料として重要な文書

その他の資料（以下「文書等」という。）を収集・保存・整理して未来に伝えるとともに、これ
らを一般の利用に供することで、県民の学術及び文化の発展に寄与する施設として、平成５年

（1993）７月31日に開館した。
　 　当館の業務は、和歌山県立文書館設置及び管理条例第３条に、文書等の収集及び保存、文書

等の利用、文書等の調査研究、資料集等の編さん及び刊行、文書等についての知識の普及啓発、
文書館の設置の目的を達成するために必要な業務と定められており、これに基づき各種業務を
行っている。

　（２）組織図
　 　当館の所管課は、和歌山県企画部企画政策局文化学術課で、組織図は以下のとおりである。

　　　館長（１名）――　次長・文書課長（１名）――　予算・庶務担当（１名） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　業務担当（８名） 古文書担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 公文書担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 行政刊行物等担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞ担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　受付等担当（２名）

　（３）職員構成

区　　分 館長 次長・
課長 主任 主査 副主査 文書

専門員 主事 会計年度
任用職員 合計

職員数 １ １ １ ２ ４ １ １ ２ 13

内
訳

一般職員
（事務職） １ ２ １ ４

文書専門員
（技術職） １ １ １ ３

教育委員会からの
出向職員 １ １ ２

再任用職員 ２ ２
会計年度任用職員 ２ ２

※は国立公文書館認証アーキビスト

※ ※
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　（４）職員名簿
職　　名 氏　　名 主な担当業務

館長（参事）　　　　　　　　 上田　英之 館務統括
次長・文書課長　　　　　　　 龍野　直樹 業務総合調整、予算決算
主任　　　　　　　　　　　　 藤　　隆宏 古文書
主査　　　　　　　　　　　　 坂口　真美 予算・庶務
主査　　　　　　　　　　　　 椿　　幸広 公文書
副主査　　　　　　　　　　　 玉置　將人 行政刊行物等、教育連携
副主査　　　　　　　　　　　 砂川　佳子 デジタルアーカイブ、公文書
副主査　　　　　　　　　　　 廣嶋　　克 公文書
副主査　　　　　　　　　　　 駒野　裕佳 公文書
文書専門員 西山　史朗 古文書
主事　 太田裕美子 公文書
会計年度任用職員　　　　　 牛尾　真弓 受付等
会計年度任用職員　　　　　 中口　初美 受付等

　（５）予算・決算
　 　直近５年度分の文書館管理運営事業の予算額及び決算額は次のとおりである。
　 　なお、建物及び施設の維持管理は、和歌山県立図書館が担当している。また、令和５年度の

減額は、会計年度任用職員の館長１名及び嘱託研究員４名を廃止したことによる。
（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予算 19,839 22,453 21,548 19,662 6,568
決算 19,327 21,930 20,919 19,265 6,258
　うち委託料全体 4,090 4,175 3,975 3,775 3,874
　　　くん蒸 584 594 594 429 429
　　　文書修復処理 1,099 － － 961 881
　　　マイクロ撮影 2,407 3,219 2,800 1,769 2,123
　　　デジタル撮影 － 362 581 616 441

　（６） 施設・設備
　 　当館は、文化複合施設「きのくに志学館」内に和歌山県立図書館・文化情報センターと併設

されている。
　所 在 地　　〒641-0051　和歌山市西高松一丁目７番38号
　構　　造　　鉄骨鉄筋コンクリート造、地上３階地下１階（きのくに志学館全体）
　敷地面積　　10,002.56㎡（きのくに志学館全体）
　建築面積　　5,528.04㎡（きのくに志学館全体）



― 4 ―

　延床面積　　

　書架延長　　収蔵庫１（公文書用）　7,176ｍ
　　　　　　　収蔵庫２（古文書用）　1,562ｍ
　主な設備　　 自動火災報知設備、ガス漏れ警報設備、ハロゲン化物消火設備、消火栓設備、排

煙設備、エレベーター（乗用１基、人荷用２基）
　駐 車 場　　77台駐車可能（うち３台 身体障害者用）

　（７）平面図　
　

部　　門 延床面積

文
書
館

閲覧室 141.05㎡
特別閲覧室 29.63㎡
収蔵庫１（公文書用） 418.50㎡
収蔵庫２（古文書用） 411.37㎡
整理室 235.49㎡
事務室 78.17㎡
撮影室等　   63.88㎡

文書館合計 1,378.09㎡
県立図書館との共用部分 3,673.22㎡
きのくに志学館全体 12,361.66㎡

整理室２

収蔵庫１
（公文書）

収蔵庫２
（古文書）

講義・
研修室

メディア・
アート・ホール

閲覧室

特別閲覧室

事務室

EV

EV

室
長
館

室
影
撮

文化情報センター
事務室

トイレ

２階
＊色塗り部分が文書館

整理室１ 搬入口

書　庫

県立図書館

書　庫

児童室

トイレ
ロッカールーム

EV

EV

トイレ

入口

室
務
事
館
書
図

室
毒
消

１階
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　（８）沿革

年　　月 県及び当館の動向

昭和46年 （1971） ６月 開県100年記念事業として県史編さんを決定

昭和61年 （1986） 12月 第４次和歌山県長期総合計画「新世紀の国21」策定、文書館
建設を盛り込む

昭和63年 （1988） ２月

９月

政策調整会議で和歌山大学経済学部跡地に新図書館・視聴覚
センター・文書館の設置を決定
新図書館等に公文書館を加えた施設建設のため「図書館等建
設基本構想検討委員会」を設置

平成元年 （1989） ４月 図書館等建設基本構想検討委員会が新図書館・文化情報セン
ター（視聴覚センターを改称）・文書館・公文書館を併設する
基本構想を教育長に答申

平成２年 （1990） ３月              
10月

和歌山大学経済学部跡地10,000㎡が確保され、基本設計に着手
文書館と公文書館を一本化した施設建設とする

平成３年 （1991） ７月 着工

平成５年 （1993） ２月              
３月              
３月              
４月  
７月

「和歌山県立文
もんじょかん

書館」を正式名称とする
竣工

「和歌山県立文書館設置及び管理条例」公布
和歌山県立文書館設置（以後、県史編さん事業を引き継ぐ）
開館

平成６年 （1994） ３月 『和歌山県史』全24巻完結

平成７年 （1995） ３月 『和歌山県立文書館紀要』創刊号刊行

平成８年 （1996） ３月 『収蔵史料目録１』刊行

平成９年 （1997） ３月

４月

９月

『和歌山県公文書簿冊目録』第１集、『和歌山県立文書館所蔵
行政資料目録』第１号刊行
地域史料保存調査（のち「民間所在資料保存状況調査」に改称）
着手

『和歌山県立文書館だより』第１号刊行

平成14年 （2002） ３月 『和歌山県政史』第５巻刊行

平成15年 （2003） ３月 開館10周年記念誌『時空の旅　ふるさとを訪ねて』刊行

平成20年 （2008） 12月 開館15周年記念誌『紀の国へのいざない』刊行

平成26年 （2014） ３月 開館20周年記念誌『古文書徹底解釈　紀州の歴史』刊行

平成30年 （2018） 12月 デジタルアーカイブ「和歌山県歴史資料アーカイブ」開設

令和５年 （2023） 12月 開館30周年を期に『古文書・公文書等の収集・保存・整理・
活用―和歌山県立文書館の業務―』刊行
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２　令和５年度業務報告
　
　（１）古文書の収集・保存・整理・利用
　 　当館が所蔵する古文書は、和歌山県及び県内各地域の歴史を将来に伝えるために重要と認め

られる書状、記録等を、作成年代にとらわれずに収集したものである。現在、複製資料を含め
て約10万点を所蔵している。

　 　古文書は、原本保護のためマイクロフィルム撮影等により複製物を作成し、複製物を閲覧に
供することを原則としている。また、デジタルアーカイブ「和歌山県歴史資料アーカイブ」で
の画像公開を進めている。未撮影又は未整理の古文書については、事前の申請に対して、可能
な限り原本の特別閲覧に供する。

　　　ア　古文書の収集
文書群名 区　　分 点　　数 概　　要

塩
え ん や

冶家文書 寄託 約100点

平成30年度寄託文書群の追加寄託（令和５年８
月８日）。地震学者・教員の塩冶応

まさ
太
た

郞
ろう

の研究資
料、自費出版していた雑誌『潮風』（地震に関す
る論考等を収録）、葬儀関係文書等。

名手由兵衛家文書 寄贈 1,973点

平成10年度寄託「名手家文書」の寄贈（令和５
年12月22日）。現海南市黒江にあった同家が経
営していた肥料会社、海南市域の開発、海南市
周辺の土地経営に関する資料等。

　　イ　古文書の整理
文書群名 作業内容

岩﨑家文書 目録作成及び2,692点のマイクロフィルム撮影。

杉谷家文書 民間所在資料保存状況調査に伴い一時預かり中の文書（田辺市龍神村東、令和
４年10月一時預かり）12,586画像分の仮番号付与・撮影。撮影終了後返却予定。

堀江家文書 約100点の目録作成及び22点デジタル撮影。和歌山県歴史資料アーカイブで公
開予定。

　　ウ　古文書の補修（専門業者への業務委託）
対象資料 補修内容

紀州家中系譜並に親類書書上げ リーフキャスティング44冊445丁
※『紀州家中系譜並に親類書書上げ』の補修完了

　　エ　古文書のマイクロフィルム撮影等（専門業者への業務委託）
対象資料 撮影点数 画像数 作業内容

岩﨑家文書 2,692 11,565 撮影・紙焼き作成

　　オ　歴史資料電子化業務（専門業者への業務委託）
対象資料 撮影点数 画像数 作業内容

堀江家文書 22 2,204 画像の作成
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文書群名 出所地名等 受入区分 受入年度 点数 刊行目録
１ 紀州家中系譜並に親類書書上げ 移管 平成５年度 15,728 10・11
２ 中尾家文書 海南市下津町梅田 移管 平成５年度 638 １
３ 岡家文書Ⅰ・Ⅱ 日高川町中津川 移管 平成５年度 1,907 ２
４ 山裾織布場文書 和歌山市坂田 移管 平成５年度 348 １
５ 蜜柑方元締文書 有田市港町 移管 平成５年度 447 １
６ 県立図書館移管資料 移管 平成５年度 1,860 ４
７ 県史編さん班移管資料 移管 平成５年度 193 ４
８ 軍学者宇佐美定祐文書（宇佐美家文書） 紀州藩士 寄託 平成５年度 152 ７
９ 高橋家文書 和歌山市木ノ本 寄託 平成５年度 4,327 ３
10 和歌山縣史七巻 和歌山市 寄贈 平成５年度 １ ４
11 平松家文書Ⅰ・Ⅱ 和歌山市 寄託 平成５年度 35 12
12 丹生家文書 かつらぎ町天野 寄託 平成５年度 655 ５
13 岩﨑家文書 和歌山市紀三井寺 寄託 平成５年度 約8,200
14 守先文庫 有田川町庄 寄贈 平成５年度 220
15 長保寺文書 海南市下津町上 寄託 平成５年度 約14,000
16 福重氏所蔵金檀家文書 かつらぎ町東谷 寄託 平成５年度 ６ １
17 堀家文書 紀の川市名手市場 寄託 平成５年度 3,881 ９
18 大川浦文書Ⅰ・Ⅱ 和歌山市大川 購入 平成５年度 71 １
19 安楽川村文書Ⅰ 紀の川市桃山町元 購入 平成５年度 193 １
20 堀内家文書 紀州藩士 寄託→寄贈 平成６年度 23 １
21 山崎家文書 和歌山市大垣内 寄託 平成６年度 104 １
22 北一夫氏旧蔵北家文書 紀の川市荒見 寄贈 平成６年度 4,750 ６
23 谷口家文書 和歌山市冬野 寄託 平成６年度 55 １
24 垣内家文書 和歌山市木ノ本 寄託 平成６年度 約150 12(一部)
25 貞木家文書 和歌山市木ノ本 寄託→寄贈 平成６年度 68 12
26 高橋哲郎家文書 和歌山市木ノ本 寄託 平成６年度 24 12
27 園部家文書 和歌山市園部 寄託 平成６年度 約1,130
28 有田郡久野原村文書（二沢家文書） 有田川町久野原 購入 平成６年度 約360
29 那賀郡各村公証原簿 紀の川市 購入 平成６年度 88
30 名草郡坂田村文書 和歌山市坂田 購入 平成６年度 19 12
31 那賀郡冷水村文書 海南市ひや水 購入 平成６年度 99
32 安楽川村文書Ⅱ 紀の川市桃山町元 購入 平成６年度 191 １
33 大須賀家文書 和歌山市北新 寄託 平成７年度 60 12
34 岩橋家文書 海南市黒江 寄託 平成７年度 50
35 有田郡吉原村文書 有田川町吉原 購入 平成７年度 ４
36 角谷家文書 和歌山市西浜 購入 平成７年度 792 12
37 下津町藤岡家文書 海南市下津町 購入 平成７年度 約200
38 清水町二沢家文書（昭和・満州関係） 有田川町久野原 購入 平成７年度 約50
39 渋田郵便局文書 かつらぎ町 購入 平成７年度 29
40 幸前家文書 和歌山市木ノ本 寄託 平成８年度 １ 12
41 道本家文書 紀の川市貴志川町丸栖 寄託 平成８年度 約200
42 川口家文書 湯浅町湯浅 寄託 平成８年度 約10,000
43 大畑家文書 紀州藩士 複製 平成８年度 98 ７
44 吉備町野田家文書 有田川町 購入 平成８年度 約200
45 刑法改定布告 購入 平成９年度 １
46 市町村制理由 購入 平成９年度 １
47 名手由兵衛家文書 海南市黒江 寄託→寄贈 平成10年度 1,973
48 岡本家文書 紀美野町福田 寄託 平成10年度 4,410 13
49 早川家文書 紀州藩士 寄託→寄贈 平成10年度 64 ７
50 尾﨑林太郎家文書 海南市黒江 寄託 平成10年度 726 ５
51 尾﨑重光家文書 海南市黒江 寄託 平成10年度 ２ ５
52 那賀郡内文書（八塚家文書） 紀の川市粉河 購入 平成10年度 81
53 和歌山県同和教育研究協議会資料 寄贈 平成11年度 約1,000
54 南方熊楠記念館所蔵資料マイクロフィルム 寄託 平成11年度 151
55 田端家文書 美浜町田井 寄託 平成12年度 約400
56 尾﨑彌太郎家文書 海南市黒江 複製 平成12年度 １ ５
57 熊野本宮絵図 購入 平成12年度 １
58 旧和歌山藩奉職者請願書 購入 平成12年度 １
59 紀三井寺一心万人講名録 購入 平成12年度 １
60 熊野本宮御鎮座略記 購入 平成12年度 １
61 熊野新宮御鎮座記 購入 平成12年度 １
62 天善鉱山文書 有田川町 寄贈 平成13年度 ４
63 大川浦文書Ⅲ 和歌山市大川 寄託 平成13年度 約185
64 日高郡下志賀村文書 日高町志賀 購入 平成13年度 約20
65 野長瀬家文書 田辺市中辺路町近露 寄託 平成14年度 426

当館所蔵の古文書群� （令和６年３月31日現在）
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文書群名 出所地名等 受入区分 受入年度 点数 刊行目録
66 中筋家文書 和歌山市禰宜 購入 平成14年度 794 12
67 渥美家文書 鈴鹿市（白子領） 寄託 平成15年度 403
68 興國寺文書 由良町門前 寄託 平成15年度 約2,000
69 西松江村文書 和歌山市松江 購入 平成15年度 144 12
70 田中家文書 海南市鳥居 寄託 平成16年度 1,575
71 中尾家文書Ⅱ 海南市下津町梅田 寄託 平成16年度 145
72 中村家文書 田辺市下川下 寄託 平成16年度 981
73 瀬戸家文書 御坊市藤田町藤井 寄託 平成16年度 3,300 ８
74 萱野家文書 橋本市清水 寄託 平成16年度 約2,000
75 西山家文書 紀州藩士 購入 平成16年度 １ ７
76 明治22年版和歌山県管内市町村改定全図 購入 平成17年度 １
77 賢堂村文書 橋本市賢堂 購入 平成17年度 90
78 大薮村御検地帳 かつらぎ町大薮 購入 平成17年度 １
79 妙寺村文書 かつらぎ町妙寺 購入 平成17年度 84
80 小川家文書 田辺領家臣 寄贈 平成18年度 336 ７
81 橋本家文書Ⅰ 御坊市湯川町 寄託 平成18年度 約2,200
82 （紀州藩士）岡本家文書 紀州藩士 寄贈 平成18年度 １ ７
83 真砂家文書 田辺市中辺路町栗栖川 寄託 平成18年度 約600
84 和歌山県議会図書室移管資料 移管 平成19年度 135
85 旧高野口町岡本家文書 橋本市高野口町名古曽 寄贈 平成19年度 約300
86 栗本源次氏旧蔵文書 寄贈 平成20年度 １
87 由良町旧蔵文書 由良町 寄贈 平成20年度 約1,000
88 志賀裕春氏旧蔵文書 和歌山市 寄託 平成20年度 28
89 内畑弘氏旧蔵資料 和歌山市 寄贈 平成20年度 15
90 美浜町教育委員会旧蔵資料 美浜町 寄贈 平成20年度 約150
91 和歌の浦景観保全訴訟関係資料 和歌山市 寄贈 平成20年度 約200
92 紀伊国海士郡加太浦文書 和歌山市加太 購入 平成20年度 60 12
93 紀州藩江戸屋敷奥向日記（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 １
94 紀州藩歴代藩主叙任口宣案・宣旨・位記（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 128
95 岡見家文書（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 17
96 紀州徳川家系譜（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 １
97 芦川家文書（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 53
98 紀州中屋文書（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 84
99 牧笛類草（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 ８
100 天明五年道中記（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 １
101 道中日記（県立博物館所蔵） 複製 平成20年度 １
102 古田家文書 御坊市湯川町富安 寄贈 平成21年度 約750
103 永栄家文書 紀の川市西大井 寄贈 平成21年度 約50
104 県立図書館所蔵資料 複製 平成20・21年度 187
105 山本幸次氏旧蔵野上軽便鉄道資料 海南市 寄贈 平成22年度 ３
106 岩﨑文彦氏旧蔵資料 広川町広 寄贈 平成22年度 約500
107 垂井家文書 和歌山市 寄贈 平成22年度 約60
108 武内家所蔵文書 和歌山市小豆島 寄託 平成22年度 155
109 紀州東照宮近代文書 和歌山市和歌浦西 複製 平成21・22年度 205
110 海南市日方鍵村商店資料 海南市日方 寄贈 平成23年度 約200
111 那賀郡・海部郡・名草郡内資料その他 寄贈 平成23年度 30
112 紀州東照宮所蔵南紀徳川史 和歌山市和歌浦西 複製 平成22・23年度 147
113 海南市大野中春日神社文書 海南市大野中 複製 平成23年度 2,095
114 紀州東照宮文書 和歌山市和歌浦西 寄託 平成24年度 約300
115 林繁昭氏旧蔵資料（南陽馬車鉄道関係文書） 寄贈 平成24年度 15
116 林繁昭氏旧蔵資料（和歌山県教育会満鮮支視察旅行報告関連資料） 寄贈 平成24年度 ２
117 林繁昭氏旧蔵資料（田嶋漆店関係文書） 海南市 寄贈 平成24年度 28
118 和歌山市本脇中村家文書 和歌山市本脇 寄贈 平成24年度 約600
119 父川家文書 橋本市東家 寄贈 平成24年度 約85
120 榎家文書 海南市孟子 寄贈 平成24年度 約420
121 谷井家文書 和歌山市関戸 寄贈 平成24年度 約1,500
122 孟子区有文書 海南市孟子 寄託 平成25年度 約300
123 遊佐家文書 紀州藩士 寄託 平成25年度 約150
124 川端章子氏寄贈文書 和歌山市元寺町 寄贈 平成25年度 約20
125 塩崎家文書 日高町津久野 寄託→寄贈 平成25年度 約700
126 海部郡和歌村役場「蠣海苔及漁業其他必用書類留」 和歌山市和歌浦東 寄託→寄贈 平成25年度 １
127 瀧井家文書 橋本市清水 寄贈 平成25年度 約630
128 第３次小野田少尉救出活動参加報告書等 海南市役所 寄贈 平成26年度 ７
129 山本家文書 かつらぎ町高田 寄託→寄贈 平成26年度 約150
130 山本吉左衛門家知行目録 紀州藩士 寄託 平成26年度 ３
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文書群名 出所地名等 受入区分 受入年度 点数 刊行目録
131 榎家本家文書 海南市孟子 寄託 平成26年度 約100
132 瑞祥庵文書 那智勝浦町南平野 寄贈 平成26年度 約100
133 正法寺文書 那智勝浦町坂足 寄贈 平成26年度 約50
134 初湯川村文書 日高川町初湯川 購入 平成26年度 約50
135 紀の路御遊覧日記 貝塚御坊 購入 平成26年度 １
136 紀州和歌浦加吉船難船浦手形 和歌山市 購入 平成26年度 １
137 宇佐美系譜 紀州藩士 寄贈 平成27年度 ２
138 ロバート・テキスター関係資料 寄贈 平成27年度 49
139 中松家文書 田辺領家臣 寄託 平成27年度 約15
140 小阪区文書 那智勝浦町小阪 寄託 平成27年度 約430
141 帯庄酒造・森田家文書 かつらぎ町丁ノ町 寄託 平成27年度 約1,000
142 紀州牟婁郡新宮領里数在郷神社仏閣旧跡記 購入 平成27年度 １
143 紀州藩士薗田家文書 紀州藩士 購入 平成27年度 約20
144 平野氏三船明神御遷宮私記 紀の川市桃山町元 購入 平成27年度 ４
145 那賀銀行・那賀製紙工場設計図 紀の川市名手市場 購入 平成27年度 33
146 苧原家文書 日高川町松瀬 寄託 平成28年度 約100
147 北大井村御検地帳及び北大井村字限図 紀の川市北大井 寄託 平成28年度 ２
148 坂口俊夫家文書 由良町網代 寄贈 平成28年度 １
149 和歌山県営繕技師増田八郎資料 寄贈 平成28年度 約65
150 堀田家文書 湯浅町湯浅 寄贈 平成28年度 約1,000
151 紀州藩士間宮家文書 紀州藩士 購入 平成28年度 17
152 山口御殿番井関喜太夫勤覚 紀州藩士 購入 平成28年度 １
153 御帰国御道中人馬賃銭持出し等払帳 紀州藩士 購入 平成28年度 １
154 有田郡山保田組寺原村諸願留帳 有田川町寺原 購入 平成28年度 １
155 海士郡吉原組大庄屋文書 和歌山市吉原 購入 平成28年度 １
156 日高郡薗荘浜瀬村図 美浜町浜ノ瀬 購入 平成28年度 １
157 宝暦十三年和歌山城下屋鋪絵図帳 購入 平成28年度 １
158 新宮領巡見使案内懐中覚 購入 平成28年度 １
159 名草郡宮組坂田村文化九年御用向留帳　 和歌山市坂田 購入 平成28年度 １
160 福町伍組触留 和歌山市福町 購入 平成28年度 １
161 紀州藩士姓名帳 購入 平成28年度 ４
162 龍門尋常小学校・川原村高等尋常小学校増築工事設計書　紀の川市 購入 平成28年度 ３
163 日高郡塩屋村役場文書 御坊市塩屋町北塩屋 購入 平成28年度 ２
164 蜜柑方書付　 購入 平成28年度 １
165 小山家文書（旧龍王神社文書） 美浜町三尾 寄託 平成29年度 227 ４
166 宮本守中・道夫関係資料 新宮市・古座川町 寄贈 平成29年度 約190
167 橋本家文書Ⅱ 御坊市湯川町 購入 平成29年度 約10
168 粉河町天南白水座劇場建築工事図面綴 紀の川市粉河 購入 平成29年度 11
169 八塚家御通し之写 紀の川市粉河 購入 平成29年度 １
170 宮内省梨本宮附別当三雲敬一郎家文書 購入 平成29年度 約200
171 三浦家家臣宮本家文書 三浦家家臣 寄贈 平成30年度 約100
172 塩冶家文書 紀州藩士 寄託 平成30年度 約400
173 中田区文書 紀美野町中田 寄託 平成30年度 約200
174 谷井家文書Ⅱ 和歌山市関戸 寄贈 平成30年度 約350
175 牧スナ旧蔵岡崎邦輔資料 寄贈 平成30年度 約80
176 栖原角兵衛文書 寄贈 平成30年度 101
177 巽三郎旧蔵文書 寄贈 令和元年度 約270
178 中川皎資料 有田川町（旧清水町） 寄贈 令和元年度 32
179 有田川水害古地図（花園村災害調査図） かつらぎ町（旧花園村） 寄贈 令和元年度 ２
180 紀州口六郡大庄屋杖突帳書姓名付 購入 令和元年度 １
181 紀州藩士古屋家文書 紀州藩士 購入 令和元年度 約40
182 稲むらの火の館所蔵渋谷家文書 広川町広 複製 令和元年度 23
183 耐久高校所蔵資料 複製 令和元年度 29
184 紀州藩在府御供勤方諸定書 購入 令和２年度 １
185 有田郡山保田組大庄屋堀江家文書 有田川町清水 購入 令和２年度 約100
186 二沢家文書 有田川町久野原 購入 令和２年度 ７
187 紀州徳川家回向勤覚 購入 令和２年度 １
188 串本古座高校所蔵中根文庫 複製 令和元・２年度 199
189 宮井家文書 印南町島田 寄贈 令和３年度 13
190 和歌山高等女学校教諭竹之内喜八郎資料 寄贈 令和４年度 約140
191 竹中順吉関係資料 寄贈 令和４年度 約40
192 旧花園村新子小字金剛寺文書 かつらぎ町花園新子 寄贈 令和４年度 約250
193 郡居雑記 寄贈 令和４年度 １
194 小山豊旧蔵資料（御坊市教育委員会所蔵） 複製 令和３・４年度 50
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　（２）公文書の収集・保存・整理・利用
　 　当館が取り扱う公文書は、以下のとおりである。

種別 引継ぎ・収集・受入対象
引継文書 知事部局本庁で作成された永久保存文書のうち、完結後20年を経過したもの

収集文書 保存期間を経過し、廃棄の決定を受けた知事部局の公文書のうち、文書館長が
歴史的価値があると認めるもの

受入文書 議会、監査委員、各種行政委員会、県出資法人等が廃棄した公文書等のうち、
文書館長が歴史的価値があると認めるもの

　ア　公文書の収集・保存
　　　令和５年度に当館が収集した公文書の冊数は、下記のとおりである。

種別
冊数 引継文書 収集文書 受入文書 計
R４年度末現在 23,891 11,148 781 35,820

R５収集 249 1,249 67 1,565
R５廃棄 -21 - - -21

計 24,119 12,397 848 37,364
＊主務課による保存期間見直しにより、令和５年度に廃棄となった引継文書が21冊あった。
　このうち、当館で歴史的価値があると認めた文書２冊は、収集文書として引き継いだ。

　イ　引継文書の収集・保存
部局

冊数 知事直轄 総務部 企画部 環境
生活部

福祉
保健部

商工観光
労働部

農林
水産部

県土
整備部 会計局 計

R４年度末現在 106 3,926 295 731 4,993 177 4,012 9,651 ０ 23,891
R５収集 ０ 59 ０ ０ 13 ０ 32 145 ０ 249
R５廃棄 ０ -１ -１ -２ -３ ０ -６ -８ ０ -21

計 106 3,984 294 729 5,003 177 4,038 9,788 ０ 24,119

　ウ　収集文書の収集・保存
部局

冊数 知事直轄 総務部 企画部 環境
生活部

福祉
保健部

商 工 観 光
労働部

農林
水産部

県土
整備部 会計局

H５～R４ 750 1,505 1,288 762 823 794 1,989 1,148 58
R５収集 49 113 152 50 54 60 118 136 ４

計 799 1,618 1,440 812 877 854 2,107 1,284 62
部局

冊数
海草

振興局
那賀

振興局
伊都

振興局
有田振
興局

日高
振興局

西牟婁
振興局

東牟婁
振興局 地方機関 計

H５～R４ 216 154 89 337 188 122 81 844 11,148
R５収集 15 20 17 16 64 97 23 261 1,249

計 231 174 106 353 252 219 104 1,105 12,397

　エ　受入文書の収集・保存
　　 　令和５年度は、67冊の文書を受け入れた。内訳は、県議会事務局18冊、県教育庁スポー

ツ課49冊であった。
冊数 計

H５～R４ 781
R５収集 67

計 848
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　オ　公文書の整理
　　 　引き継がれた文書は、順次件名目次の作成をしている。これまでに作成済みの冊数は、

以下のとおりである。
種別

冊数 引継文書 収集文書 受入文書 計
H５～R４ 23,891 11,148 781 35,820
件名目次
作成済

9,398 8,439 ０ 17,837
39.3% 75.7% 0.0% 49.8%

　　
　　カ　公文書の利用
　　　 　事案完結から30年が経過した公文書については、文書台帳を公開している。これら公文

書のうち利用制限のないものを利用に供している。ただし、引継文書の場合、主務課長か
ら「利用不可」とされたものについては、主務課による公文書開示制度での対応となる。

　　　 　また、収集文書及び受入文書で主務課長から「利用不可」とされたもの及び当館で「利
用不可」と判断したものは利用に供していない。

種別
冊数 引継文書 収集文書 受入文書 計

H５～R４ 23,891 11,148 781 35,820
文書台帳

公開
20,209 177 0 20,386
84.6% 1.6% 0.0% 56.9%

　（３）行政刊行物等の収集・保存・整理・利用
　 　当館が収集対象としている行政刊行物等は、以下のとおりである。
　　① 平成12年和歌山県訓令第23号に基づき当館への送付が義務付けられている県の知事部局発

行の行政刊行物等
　　②県議会、県の各種行政委員会、県警察本部、県出資法人、県内市町村等の刊行物等
　　③国の各機関、県外の地方公共団体等の刊行物等のうち和歌山県に関係するもの
行政刊行物等の年度別受入冊数

受入
年度

和歌山県の刊行物等 その他の刊行物等
計

寄贈 訓令 整理 計 寄贈 購入 整理 計
H５～H30 8,594 2,597 149 11,340 33,462 1,374 971 35,807 47,147
令和元 72 110 28 210 461 18 14 493 703
令和２ 94 110 64 268 428 20 23 471 739
令和３ 126 104 122 352 479 32 52 563 915
令和４ 188 115 116 419 489 18 87 594 1,013
令和５ 150 83 128 361 395 18 66 479 840

計 9,224 3,119 607 12,950 35,714 1,480 1,213 38,407 51,357

＊１訓令…平成12年和歌山県訓令第23号に基づき収集する県の知事部局が作成する行政刊行物等
＊２整理… インターネット上で公開された和歌山県の行政情報等を印字したもの及び公文書等

を整理して行政刊行物として受け入れたもの

*１ *２ *２
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　（４）文書等の保存対策
　　ア　防虫・防カビ対策
　　　 　令和５年６月19日、専門業者への業務委託により、収蔵庫２、整理室１、同２、閲覧室

及び特別閲覧室に殺虫・防虫のためピレスロイド系殺虫剤D-D-T　シフェノトリン（商品
名ブンガノン）を噴霧した。

　　　 　また、特別整理期間（令和５年11月４日～17日）中に収蔵庫１及び同２の清掃を行うと
ともに、各文書等を目視点検し、新たな虫損、カビの繁殖がないことを確認した。また、
古文書保存容器内の一般家庭用ピレスロイド系防虫剤の入れ替えを行った。

　　　 　菌害対策として、文書等又は施設への殺菌剤投与は行わず、収蔵庫内の相対湿度を60％
未満に維持するよう努めることで、文書等のカビの発生を抑制している。令和５年度、両
収蔵庫内は、相対湿度50％～57％、気温16℃～28℃で推移した。

　　イ　紫外線対策
　　　 　令和５年度に当館照明のＬＥＤ化工事が収蔵庫を含めて完了した。

　（５）和歌山県歴史資料アーカイブ
　 　当館では、和歌山県歴史資料アーカイブで公開することを目的として、令和２年度から文書

等のデジタル撮影を業務委託により実施している。
　 　令和５年度は、堀江家文書22点2,204画像の撮影を行った。また、文化庁事業（18ページ参

照）の助成を受けて、当館寄託の岩﨑家文書移民関係資料及び館蔵の堂本家文書貿易資料のデ
ジタル撮影を行い、令和６年２月21日新たに「移民資料」の項目を開設し、公開した。

　 　その他、「遠藤茂旧蔵資料」や「小山豊旧蔵資料」等の資料を新規公開した。
　 　なお、和歌山県歴史資料アーカイブは、国立国会図書館が運営するジャパンサーチに参加し、

資料画像の利用条件を原則当館所蔵であることを明記すること（著作物についてはCC-BY）と
して一般の利用を認めている。

　　ア　デジタル化点数
種　別 デジタル撮影 マイクロフィルムの電子化
所蔵別 館蔵 他機関 館蔵
年度 点数 画像数 点数 画像数 点数 画像数

平成30 ０ ０ ０ ０ 26 107
令和元 ０ ０ ０ ０ 386 1,290
令和２ ０ ０ 18 1,836 384 5,596
令和３ ０ ０ 26 2,918 58 2,650
令和４ 114 1,994 ６ 710 ５ 263
令和５ 22 2,204 ０ ０ ０ ０

文化庁事業 239 2,500 ０ ０ - -
計 375 6,698 50 5,464 859 9,906

　イ　公開資料
公開日 文書群（資料）名 区　分 内　容 点数 画像数

５月10日 県報、県民の友 行政刊行物等 明治43・44年発行の県報、
昭和32・33年の県民の友

267 3,263
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公開日 文書群（資料）名 区　分 内　容 点数 画像数
５月24日「キリシタン禁制」ほか 授業で使える

和歌山の資料
当館資料のうち、歴史(日
本史)の教科書に登場する
事件や出来事に関するもの

５ 32

７月12日 遠藤茂旧蔵資料 行政刊行物等 和歌山県農林部長をつと
め、のちに鳥取県知事と
なった遠藤茂が旧蔵した
主に和歌山県の農林水産
業に関する資料

57 1,388

９月27日 小山豊旧蔵資料 写真・絵図 郷土史家の小山豊が撮影
した昭和40年代から平成
11年までの御坊祭に関す
る写真アルバム50冊

50 1,111

２月21日 岩﨑家文書移民関係資料、
堂本家文書貿易資料

移民資料
(文化庁事業)

旧紀三井寺村（現和歌山
市紀三井寺）の岩﨑家に
伝わった文書群のうち、
移民に関する資料236点
旧田中村東大井（現紀の
川市東大井）堂本家に伝
来した米国貿易に関する
文書３点

239 1,102

３月14日「紀北の自由民権運動」、
「近代産業の発展」

授業で使える
和歌山の資料

授業で使える和歌山の資
料へ２点追加

２ ６

計 620 6,902
＊著作権保護期間中の資料は非公開としているため、撮影数と公開数は異なる。

　ウ　公開点数
種別 古文書 行政刊行物等 写真・絵図 計
年度 点数 画像数 点数 画像数 点数 画像数 点数 画像数

平成30 26 107 129 2,221 57 123 212 2,451
令和元 ０ ０ 309 1,791 ２ 416 311 2,207
令和２ 585 16,905 330 1,965 ０ ０ 915 18,870
令和３ 58 2,650 288 2,130 ０ ０ 346 4,780
令和４ ５ 263 271 3,261 ０ ０ 276 3,524
令和５ ７ 38 324 4,651 50 1,111 620 6,902文化庁事業 239 1,102 ０ ０ ０ ０

計 920 21,065 1,651 16,019 109 1,650 2,680 38,734

（６）教育に関連する取組　　
　　ア　「授業で使える和歌山の資料」のインターネット公開
　　　  　令和５年度、和歌山県歴史資料アーカイブ内に「授業で使える和歌山の資料」と題した

ウェブページを開設した。本ページでは、当館の所蔵資料を中心に、学校の授業の教材と
して活用可能な和歌山に関する地域資料のデジタル画像を公開するとともに、資料内容の
説明、授業での活用のポイント等を示した解説シートを掲載している。
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　　　  　身近な地域に伝わる歴史資料から、教科書の学習事項の一端を学ぶことができる内容と
しており、小学校・中学校・高等学校における歴史（日本史）、総合的な学習（探究）の時
間等の授業、ふるさと学習のほか、一般の方の学習用としても幅広く活用が可能である。

解説シートタイトル 内　容

１ キリシタン禁制―密告者には褒美を与える― 和歌山市大川に伝わった天和２年(1682)の
キリシタン禁制の触書

２ 大塩の乱―粉河の旧家に残されていた大塩
平八郎の人相書―

天保８年(1837)に起こった大塩の乱の首謀
者を指名手配するための人相書の写し

３ 学制の布達―和歌山県における小学校教育
のはじまり―

明治５年(1872)に発布された学制に関する
和歌山県の布達

４ 地券―和歌山県における地租改正― 明治初年の地租改正に際して発行された和
歌山県内の地券（改正地券）

５ 紀北の自由民権運動―粉河の実学社による
国会開設建白―

1880(明治13)年、実学社の児玉仲児らが太
政大臣の三条実美宛に提出した国会開設建
白書

６ 紀南の自由民権運動―幻の「田辺改進党」
構想―

自由民権運動の高まりを受け、明治期に田
辺で結成が目指された「田辺改進党」の団
結趣意書

７ 近代産業の発展―和歌山の工業化の原動力
となった綿ネル業―

明治初期の和歌山で生まれ、多くの関連産
業の発展を促した綿ネル（紀州ネル）の見
本帳

　　イ　職場体験学習等
　　　  　令和５年11月14日から11月17日までの４日間、和歌山県立桐蔭中学校３年生２名の職

場体験学習を受け入れた。期間中は、古文書の撮影・整理、公文書の整理、ケース展示・
歴史講座の準備をさせた。参加中学生は、体験内容をポスターにまとめ、学校で発表した。

　（７）民間所在資料保存状況調査
　 　当館は、令和３年度から同５年度にかけて、田辺市域を対象として、災害関連記録を中心と

した民間所在資料保存状況調査を行った（詳細は本誌Ⅱ研究報告「令和３～５年度の民間所在
資料保存状況調査について―田辺市・上富田町―」参照）。

　 　令和５年度は、前年度に引き続き旧龍神村・旧中辺路町・旧本宮町域の資料をを対象として
実施した。また、調査成果の地域への還元として、報告会「歴史から学ぶ防災2023－命と文化
遺産を守る－」を田辺市教育委員会と共催した。

　　ア　調査
調査年月日 調　査　先
５月18日 旧田辺市立歴史民俗資料館（原家文書）（田辺市下屋敷町）
５月20日 田辺市龍神村宮代
７月６日 田辺市役所本宮行政局教育事務所町史資料室（田辺市本宮町本宮）
９月20日 田辺市中辺路町栗栖川
９月22日 田辺市役所本宮行政局教育事務所町史資料室（田辺市本宮町本宮）
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　イ　報告会「歴史から学ぶ防災2023－命と文化遺産を守る－」
日　時 ３月２日 13 時 30 分～ 16 時
会　場 田辺市文化交流センター「たなべる」２階大会議室（田辺市東陽 31 番１号）
主　催 和歌山県立文書館・田辺市教育委員会共催
内　容 挨拶　田辺市教育委員会文化振興課　吹揚恒夫課長

　　　和歌山県立文書館　上田英之館長
報告１「田辺市内の津波記念碑」田辺市教育委員会文化振興課　中川貴参事　
報告２「江戸時代、田辺を襲った地震津波」和歌山県立博物館　前田正明学芸員
報告３「龍神村域の明治 22 年水害―上山路地区の文書から―」
　　　　　和歌山県立文書館　藤隆宏主任
報告４「昭和 28 年水害をふりかえる―請川村役場文書にみる復旧のようす―」
　　　　　和歌山県立文書館　西山史朗文書専門員

参加者 27 名

　（８）その他調査等
　　ア　大橋家文書等調査（日高郡日高町小中）
　　　・調査日　令和５年５月10日
　　　・概　要　 旧小中村の庄屋文書である大橋家文書について、日高町古文書同好会及び日高

町教育委員会と調査を行い、今後の保存について議論した。当該古文書は同好
会会長が管理することとなった。

　　イ　有田市糸我町中番調査
　　　・調査日　令和５年７月13日
　　　・概　要　 有田・下津地域における伝統的なミカン栽培の世界農業遺産認定を目指す県農

林水産総務課里地・里山振興室に同行し、平成16年度に当館が民間所在資料保
存状況調査を行った旧家を調査した。古文書の原本を確認・撮影し、文書群の
現状を確認した。

　　ウ　東京藝術大学「声聴館アーカイブコンサートⅢ（戦没学生のメッセージ）」
　　　・開催日　令和５年８月５日
　　　・概　要　  東京藝術大学が開催した戦没学生等の作品を演奏するコンサートで、当館所蔵

『和歌山高等女学校教諭竹之内喜八郎資料』（令和４年度寄贈）から、竹之内の
経歴・作品について紹介・解説され、作曲作品６曲が演奏された。当館は資料
提供等で協力した。

　　エ　公庄れい氏聞き取り調査（神戸市東灘区）
　　　・調査日　令和５年９月26日
　　　・概　要　 文書館開館30周年記念歴史講座の開催に先立ち、担当講師である和歌山大学橋

本唯子准教授が行った、昭和28年水害を経験している『旧花園村新子小字金剛
寺文書』（令和４年度寄贈）の寄贈者公庄れい氏の聞き取り調査に同行した。水
害当時９才であった公庄氏の妹も同席し、水害体験を聞き取った。また、寄贈
文書についての情報及び関連資料の提供も受けた。
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　　オ　御坊祭調査
　　　・調査日　令和５年10月５日
　　　・概　要　 御坊市小竹八幡神社の秋季例祭である御坊祭が４年振りの開催となったことか

ら、文化遺産課の調査に同行した。その際、和歌山県歴史資料アーカイブにお
いて御坊市教育委員会で所蔵する「小山豊旧蔵資料」を公開したことについて、
関係者に周知した。

　　カ　坂口總一郎資料調査（県立自然博物館等）
　　　・調査日　令和５年10月17日
　　　・概　要　 和歌山県行幸記念自然博物館（現京都大学フィールド科学教育研究センター瀬

戸臨海実験所）関係記録等、博物学者坂口總一郎の資料について継続的に収集
している県立自然博物館に協力し、人文科学関係資料を実見し、選別、整理等
に関しアドバイスを行った。

　　キ　和歌山市雑賀屋町東ノ丁調査
　　　・調査日　令和５年11月22日
　　　・概　要　 解体中の旧宅から「三浦家」と書かれた古い木箱が出てきたとの連絡を受け、

古文書入り木箱及び歩兵第78連隊（朝鮮龍山）在営記念写真帳２冊を一時預か
りした。古文書は、紀州藩家老三浦家が講元である頼母子講に関するものであ
った。公的機関に寄贈したいとの所蔵者の意向により、和歌山市立博物館と調
整し、同館へ寄贈されることとなった。

　　ク　軍事郵便はがき調査（県環境生活総務課自然環境室保管）
　　　・調査日　令和５年12月21日
　　　・概　要　 軍事郵便はがき30通が発見されたとの連絡が自然環境室からあり、実見した。

内容を確認したところ、中国に出征した和歌山県出身の兵士からの手紙で、本
県の歴史や文化を知る上で重要な資料ではないため、戦時資料を専門に扱う他
館を紹介した。

　　ケ　森川清太郎資料調査（和歌山市東長町）
　　　・調査日　令和６年１月26日
　　　・概　要　 建築家森川清太郎（明治22年生、昭和22年没）の作成した建築図面100枚超及

び大工道具一式を実見した。所蔵者と協議の結果、最終的には公的機関での保
存も考えるが、当面は所蔵者自らが保存活用していくこととなった。

　　コ　橋本市郷土資料館調査（橋本市御幸辻）
　　　・調査日　令和６年３月21日
　　　・概　要　 橋本市郷土資料館が預かっている古文書類について、保存・整理上の助言を求

められ、実見した。文書群は、寛政期頃から明治初年頃までの庄屋・戸長文書
であった。同館での受入れ・整理を前提としてアドバイスを行った。

　（９）普及啓発・利用促進
　　ア　 和歌山県立文書館開館30周年記念歴史講座「先人たちが残してくれた『災害の記憶』を

未来に伝える」
　　　 　令和５年度は、当館が開館30周年を迎えたことを記念し、地域に残る「災害の記憶」を
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伝える古文書や記念碑の調査研究の成果を中心に、和歌山県内の災害史に関する講座を開
催した。

回 日　時 テーマ 講　師 参加者
１ 11月26日

13：30～15：30
先人たちは、「災害の記憶」をどのよう
に伝えようとしたのか。―記憶は後世に
生かされたのか―

前田正明
（県立博物館学芸員） 30名

２
12月３日
13：30～15：30

①災害にそなえるために
―昭和28年水害から70年―
②和歌山県歴史資料アーカイブでたどる
昭和28年水害の記録―「遠藤茂旧蔵資
料」を中心に―

①橋本唯子
（和歌山大学准教授）

②砂川佳子
（当館副主査）

28名

３ 12月10日
13：30～15：30

先人たちは、被災後にどう行動したか。
―湯浅・田辺の安政地震津波記録を中心
に―

藤隆宏
（当館主任） 38名

＊会場はいずれもきのくに志学館２階講義・研修室
　
　　イ　『古文書・公文書等の収集・保存・整理・活用―和歌山県立文書館の業務―』の刊行
　　　 　令和５年度に開館30周年を迎え、改めて当館についてより多くの方々に御理解いただく

ために、当館の業務やこれまでの活動等についてまとめた冊子を刊行した。また、本冊子
では、市町村や学校、家庭や地域等において歴史資料として重要な文書等の保存・活用に
取り組む際の要点等を示している。

　　ウ　パネル展示
　　　 　令和５年度は、10月に和歌山県内で開催された第２回和歌山県人会世界大会に合わせ

て、６月から２月にかけて明治時代の移民関係資料を取り上げた展示を行った。
回 展示期間 テーマ

64 ６月16日～２月 ７日 手紙でたどる明治時代の移民生活
～紀三井寺村岩﨑家文書から～

再 ２月 ７日～６月12日 日高郡切目地区を襲った津波と宮井六之丞家の歴史

＊表中の「再」は過去に使用したパネルの再展示である。
　
　　エ　ケース展示

展示期間 テーマ 展示資料の出典

 ５月12日～ ７月12日 民間所在資料保存状況調査より
杉谷家文書（田辺市龍神村東） 杉谷家文書

 ７月14日～ ９月13日 手紙でたどる明治時代の移民生活
―アメリカに到着するまで― 岩﨑家文書

 ９月15日～11月 ５日 手紙でたどる明治時代の移民生活
―アメリカでの働きかた― 岩﨑家文書

11月18日～ ２月 ７日 手紙でたどる明治時代の移民生活
―甚四郎と、妻お峯のその後― 岩﨑家文書

 ２月 ９日～ ４月10日 授業で使える和歌山の資料 大川浦文書
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　オ　文書館だより（各3,000部）
号 発行月 内　容
64 ９月 ・開館 30 周年を迎えて

・童謡作曲家竹之内喜八郎
　―『和歌山高等女学校教諭竹之内喜八郎資料』より―（藤隆宏）
・ 東京藝術大学にて竹之内喜八郎の曲演奏される―東京藝術大学「声聴館　　　

アーカイブコンサートⅢ（戦没学生のメッセージ）」―
・令和４年度新収古文書の紹介
・令和４年度公文書の引継ぎ・収集

65 ３月 ・「和歌山県歴史資料アーカイブ」公開資料の紹介（砂川佳子）
・「授業で使える和歌山の資料」の公開（玉置將人）
・移民関係資料の公開
・国際会議「アジア太平洋地域における文化財防災の現状と課題Ⅲ」にて
　和歌山県における「災害の記憶」事業の取組について報告
・和歌山県立文書館開館 30 周年記念歴史講座
　「先人たちが残してくれた『災害の記憶』を未来に伝える」

　　カ　和歌山大学ゲストスピーカー
　　　 　和歌山大学における博物館学関係の授業の中でアーカイブズ業務を紹介するゲストスピ

ーカーを務めた。
　　　・連携展開科目「博物館概論」
　　　　　令和５年６月20日
　　　 　　「「類縁機関」アーカイブズ（文書館）の仕事―和歌山県立文書館を事例として―」
　　　 　　講　師：藤隆宏
　　　 　　出席者：45名
　　　・連携展開科目「博物館資料論」
　　　　　令和５年11月16日・30日
　　　　　「和歌山県立文書館における歴史資料の収集と業務について」
　　　　　講　師：砂川佳子
　　　　　出席者：63名
　　キ　「博物館を中心とした広域連携に基づく和歌山移民史の総合研究発信事業」
　　　 　県立近代美術館を中核館とする同事業（文化庁「令和５年度Innovate MUSEUM事業」

採択事業）に参加し、岩﨑家文書及び堂本家文書の移民関係資料のデジタル化を行い、計
239点を和歌山県歴史資料アーカイブで公開した。

　　ク　当館刊行物以外の執筆
　　　・国立公文書館『アーカイブズ』第90号（令和５年11月30日発行）
　　　　　「和歌山県立文書館開館30周年を迎えて」和歌山県立文書館　館長　上田英之
　　　・産経新聞和歌山版「先人からのメッセージ　防災減災わかやま」
　　　　　令和５年８月27日「県農政課が記録した70年前の水害」砂川佳子
　　　　　令和６年２月25日「「安政之大地震」（串本古座高校所蔵『中根文庫』）」藤隆宏
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　（10）その他の業務
　　ア　令和５年梅雨前線による大雨及び台風第２号による災害への対応
　　　 　６月２日の台風第２号に伴う大雨被害に関し、６月６日、国立公文書館から被災公文書

等の支援について連絡があり、当館ではこれを受けて県文書主管課である総務課及び県内
市町村の行税財政運営に助言を行っている市町村課の協力を得、翌７日付けで「国立公文
書館による被災公文書等の保全に係る支援について」を各市町村公文書担当課長等へ発出
した。相談や支援要請はなかった。

　　イ　和歌山県博物館施設等災害対策連絡会議
　　　 　平成27年２月に、県内の博物館、美術館、市町村教育委員会等が共同で大規模災害に備

える連絡組織「和歌山県博物館施設等災害対策連絡会議」（以下「和博連」という。）が発
足した。和博連は、平時は文化財災害対策の情報を交換・共有し、災害時には館蔵品被害
対策の相互協力や被災資料の救出、県外からの資料救援ボランティアの受入体制整備等を
行うものである。当館は、発足当初から幹事館となり、副代表幹事を務めている。

　　　 　令和５年度は、県教育庁生涯学習局文化遺産課による『和歌山県文化財災害対応マニュ
アル』策定への協力、台風第２号に伴う大雨被害対応（歴史資料保全ネット・わかやまが
相談窓口を設置したが、相談はなかった。）に関する連絡調整等を行った。

　　ウ　研修・会議への参加（文書等の保存活用に直接関係するもの）
　　　・国立公文書館「令和５年度全国公文書館長会議」
　　　　開催日　令和５年６月８日・９日
　　　　会　場　ベルサール九段・国立公文書館（東京都千代田区）
　　　・国立公文書館「アーカイブズ研修Ⅰ」
　　　　開催日　令和５年８月21日～25日
　　　　会　場　オンライン受講
　　　・国立公文書館「アーカイブズ研修Ⅱ」
　　　　開催日　令和６年２月１日・２日
　　　　会　場　オンライン受講
　　　・太地町立クジラの博物館主催「水損資料レスキュー講習会」（和博連後援）
　　　　開催日　令和５年11月９日
　　　　会　場　太地町立くじらの博物館（太地町太地）
　　　・ 文化庁・ユネスコ･アジア文化センター文化遺産保護協力事務所・国立文化財機構文化

財防災センター共催国際会議「アジア太平洋地域における文化財防災の現状と課題Ⅲ―
災害へのレジリエンスを高めるための減災の取り組みと事前の備え―」

　　　　開催日　令和５年12月13日・14日
　　　　会　場　奈良県コンベンションセンター（奈良県奈良市）
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　　エ　見学・視察対応
　　　・ 高等教育共創コンソーシアム和歌山令和５年度大学等地域貢献促進事業（学生共同プロ

ジェクト研究）「紀北エリアの寺院における野生動物による被害マップの作成」関係者
　　　　日　時　令和５年10月８日
　　　　見学者　高野山大学文学部森本一彦教授及び同文学部学生３名　計４名
　　　　内　容　 　和歌山県紀北地域の寺院における獣害状況等についての調査の一環で来館し

た。収蔵庫内を案内し、損傷の激しい古文書等を実見しながら、古文書の被害
について説明した。

　　　・福岡県議会総務企画地域振興委員会視察
　　　　日　時　令和５年11月７日
　　　　見学者　福岡県議会議員10名・福岡県執行部10名・議会事務局２名　計22名
　　　　内　容　 　「デジタル化された歴史資料の活用にむけた取組」をテーマに当館を視察。当

館の概要の他、デジタルアーカイブ及び授業で使える和歌山の資料の取組状況
について説明した。

　　オ　メディア掲載・放送記録
月　日 メディア名 見出し等

 ５月26日 産経新聞 授業で使える歴史資料　ＨＰ公開　県立文書館「キリシタン禁
制」など５件

 ５月31日 毎日新聞 歴史説く資料から学ぼう　教材用デジタル画像公開　県立文書
館所蔵古文書５点

 ６月 １日 読売新聞 収蔵資料ネットで閲覧　県立文書館授業活用に向け開始
 ８月10日 アリカイナ 昭和初期の水害時の写真を多数収録　県立文書館が「遠藤茂旧

蔵資料」を公開
 ８月27日 産経新聞 先人からのメッセージ　防災減災わかやま「「遠藤茂旧蔵資料」

に伝わる記録　県農政課が記録した70年前の水害」（砂川佳子
寄稿）

 ８月30日 わかやま新報 手紙に見る明治の移民生活　県立文書館でパネル展開催中
 ９月 ７日 ＮＨＫテレビ 紀伊半島豪雨12年　文化財や歴史資料をどう守る？
 ９月28日 紀州新聞 故小山氏撮影の御坊祭　県立文書館がＨＰで写真公開
 ９月30日 日高新報 昭和から平成約35年間の御坊祭　小山豊氏（郷土史家）写真

帳50冊公開　県立文書館
11月 ９日 読売新聞 地域の災害史伝え継ぐ　県立文書館講座参加者募る
 ２月25日 産経新聞 先人からのメッセージ　防災減災わかやま「170年前の避難所

生活など赤裸々に　「安政之大地震」（串本古座高校所蔵『中根
文庫』）」（藤隆宏寄稿）

 ２月27日 朝日新聞 移民資料デジタルで　県立文書館239点公開
 ３月 ５日 毎日新聞 移民のリアル知ろう　県から海外全国６番目の多さ　県立文書

館ネットで資料公開
 ３月 ９日 読売新聞 移民の歴史デジタル化　県立文書館
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　（11）文書館の利用状況
　　ア　月別利用状況　

月
利
用
者
数

収蔵庫資料閲覧申請冊数及び件数 公文書の
行政利用

複
写
申
請
枚
数

開
館
日
数

ウェブサイト
アクセス数

古文書 公文書 行政資料・
歴史図書等 アクセス数 ユーザー数

冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数
４ 84 43 7 0 0 6 1 30 3 570 25 795 278
５ 93 134 13 0 0 55 6 41 5 931 25 1,425 497
６ 99 18 5 0 0 0 0 19 4 458 25 1,230 500
７ 106 98 7 0 0 0 0 0 0 179 25 1,881 399
８ 118 10 7 13 2 0 0 21 4 922 26 1,720 401
９ 108 89 9 0 0 11 4 90 10 446 25 2,766 582
10 137 124 7 0 0 0 0 107 14 406 25 2,168 504
11 147 18 7 0 0 0 0 245 10 1,205 16 1,766 373
12 174 25 5 0 0 0 0 38 6 243 23 1,654 305
１ 111 34 2 1 1 20 1 6 1 271 23 943 258
２ 149 16 8 0 0 0 0 445 5 381 24 2,432 531
３ 146 43 9 0 0 3 2 2 1 4,854 26 1,671 485

合計 1,472 652 86 14 3 95 14 1,044 63 10,866 288 20,451 5,113 

＊ ウェブサイトアクセス数の解析ツールとして、平成30年12月21日から令和５年６月30日ま
ではユニバーサルアナリティクスを、令和５年７月１日以降はGoogle Analytics ４を採用
している。「アクセス件数」として参照する指標は両ツール間で異なる。

　イ　年度別利用状況　　

年
度

利
用
者
数

収蔵庫資料閲覧申請冊数及び件数 公文書の
行政利用

複
写
申
請
枚
数

開
館
日
数

ウェブサイト
アクセス数

古文書 公文書 行政資料・
歴史図書等 アクセス数 ユーザー数

冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数 冊数 件数
H5～H30 87,513 8,282 1,705 720 187 2,519 616 10,267 1,552 242,764 7,195 4,018 1,009
令和元 2,105 160 65 3 3 93 22 214 43 5,805 288 6,325 2,210
令和２ 1,222 193 57 28 7 122 18 396 48 5,774 275 8,869 3,029
令和３ 1,212 221 50 1 1 87 21 456 52 6,921 287 9,302 3,034
令和４ 1,234 294 58 50 8 91 14 287 44 9,601 288 8,539 2,845
令和５ 1,472 652 86 14 3 95 14 1,044 63 10,866 288 20,451 5,113
合計 94,758 9,802 2,021 816 209 3,007 705 12,664 1,802 281,731 8,621 57,504 17,240 
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　　ウ　レファレンス記録件数

年　度
相談内容（記録件数）

合　計
古文書 公文書 行政刊行物等 その他

H５～H30 263 27 24 389 703
令和元 17 １ ２ ８ 28
令和２ 13 ４ ３ 11 31
令和３ 12 ６ ７ 14 39
令和４ 20 ８ ４ 20 52
令和５ 38 ６ 13 26 83
合　計 363 52 53 468 936

＊  上記の件数は当館職員がレファレンス記録票を作成したものに限るため、すべての相談件数
を集計したものではない。また、１件の相談で複数の分野にまたがる場合もあるため、必ず
しも「相談内容（記録件数）」と「内訳」の合計は一致しない。

　エ　文書等の館外貸出し
貸出文書等 貸出先 展覧会等名・会期

守先文庫６点、
山裾織布場文書３点

和歌山県立博物館 常設展「きのくにの歩み―人々の生活と文化―」
通年

県立図書館移管資料
１点

和歌山県立博物館 企画展「川とともに生きる―川と人の関係史―」
令和５年３月11日～４月23日

県立図書館移管資料
１点、有田川水害古
地図２点

有田市教育委員会 有田市郷土資料館企画展「7.18水害から70年―い
ま、語り継ぐこと―」
令和５年７月８日～９月10日

興国寺文書17点 和歌山県立博物館 企画展「法燈国師―きのくに禅僧ものがたり―」
令和５年９月２日～10月１日

紀州家中系譜並に親
類書書上げ２点

和歌山市長 わかやま歴史館２階歴史展示室企画展示「南紀重
国とその時代」
令和５年10月24日～12月４日

黒潮国体タイムカプ
セル収蔵品９点

和歌山県ＢＢＳ連盟 和歌山県立博物館マイミュージアムで開催する「黒
潮国体タイムカプセル収蔵品展示」
令和５年11月５日～11月26日

北一夫氏旧蔵北家文
書９点

和歌山県立博物館 企画展「高野山寺領の村」
令和５年12月16日～同６年２月12日

紀州家中系譜並に親
類書書上げ２点

和歌山市長 わかやま歴史館２階歴史展示室企画展示「紀州藩
主になった西条藩主」
令和６年２月１日～３月11日
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３　関係例規　　
　
　（１）和歌山県立文書館設置及び管理条例

平成５年３月30日和歌山県条例第１号
　（設置）
第 １条　歴史資料として重要な文書その他の資料(以下「文書等」という。)の収集及び保存を行

うとともに、これらの活用を図り、もって県民の学術及び文化の発展に寄与するため、和歌山
県立文書館(以下「文書館」という。)を設置する。

　（位置）
第２条　文書館は、和歌山市に置く。
　（業務）
第３条　文書館は、次に掲げる業務を行う。
　⑴　文書等の収集及び保存に関すること。
　⑵　文書等の利用に関すること。
　⑶　文書等の調査研究に関すること。
　⑷　資料集等の編さん及び刊行に関すること。
　⑸　文書等についての知識の普及啓発に関すること。
　⑹　前各号に掲げるもののほか、文書館の設置の目的を達成するため必要な業務
　（委任）
第４条　この条例に定めるもののほか、文書館の管理に関し必要な事項は、規則で定める。
    附　則
　この条例は、平成５年４月１日から施行する。ただし、第３条第２号の規定は、同年７月31日
から施行する。

　（２）和歌山県立文書館管理規則

 平成５年３月31日和歌山県規則第21号
　（目的)
第 １条　この規則は、和歌山県立文書館設置及び管理条例（平成５年和歌山県条例第１号。以下

｢条例｣ という｡）第４条の規定により、和歌山県立文書館（以下「文書館」という。）の管理に
関し必要な事項を定めるものとする。

（開館時間）
第 ２条　文書館の開館時間は、午前10時から午後６時までとする。ただし、土曜日及び日曜日並

びに国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日（以下「休日」とい
う。）は、午前10時から午後５時までとする。

２ 　文書館長（以下「館長」という。）は、必要があると認めるときは、前項の規定にかかわら
ず、臨時に開館時間を変更することができる。

３ 　館長は、前項の規定により開館時間を変更しようとするときは、あらかじめその旨を文書館
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に掲示しなければならない。
　（休館日）
第３条　文書館の休館日は、次のとおりとする。
　⑴　月曜日（その日が休日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日でない日）
　⑵　12月29日から翌年の１月３日までの日
　⑶ 　館内整理日（１月にあっては１月４日（その日が月曜日に当たるときは、その翌日）、２月

から12月までにあっては当該月の第２木曜日（その日が休日に当たるときは、その翌日））
　⑷ 　特別整理期間（館長が定める10日間。この場合、当該期間の計算には、月曜日を算入しな

い｡）
　⑸　臨時休館日（前各号に掲げるもののほか、館長が必要と認め知事の承認を得た日）
２　前条第３項の規定は、前項第４号又は第５号の規定により休館する場合に準用する。
　（入館制限等）
第４条　館長は、次の各号に掲げる者に対し、入館を拒否し、又は退館を命ずることができる。
　⑴ 　条例第１条に規定する文書等（以下「文書等」という。）を損傷し、又は損傷するおそれの

ある者
　⑵　文書館の秩序を乱し、又は乱すおそれのある者
　（閲覧）
第 ５条　文書等の閲覧を請求しようとする者は、別記第１号様式による閲覧申請書を館長に提出

しなければならない。
　（利用に供しない文書等）
第６条　文書等のうち、次に掲げるのは、利用に供しないものとする。
　⑴　事案の完結後30年を経過しない県の公文書
　⑵ 　個人若しくは団体の秘密保持のため、又は公益上の理由により利用に供するのが不適当な

文書等の全部又は一部
　⑶ 　寄贈又は寄託を受けた文書等で、寄贈者又は寄託者が利用に供さない旨指定したもの
　⑷ 　館長が整理又は保存上支障があると認めた文書等
　（複写の承認及び費用負担）
第 ７条　文書等の複写を希望する者は、別記第２号様式による複写承認申請書を館長に提出しな

ければならない。
２　文書等の複写に必要な費用は、申請者が負担するものとする。
　（館外貸出し）
第 ８条　文書等の貸出しは、行わないものとする。ただし、館長が特に必要と認めたときは、こ

の限りでない。
　（損害賠償）
第 ９条　利用者は、文書館の文書等を亡失し、又は損傷した場合は、その損害を賠償しなければ

ならない。
　（寄贈又は寄託）
第10条　館長は、文書等の寄贈又は寄託を受けることができる。
 　(委任)
第11条　この規則に定めるもののほか、文書館の管理に関し必要な事項は、別に定める。
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　　附　則
　この規則は、平成５年４月１日から施行する。ただし、第２条から第９条までの規定は、同年
７月31日から施行する。
　　附　則（平成19年３月30日規則第28号）
　この規則は、平成19年４月１日から施行する。
　　附　則（令和６年８月２日規則第71号）
　（施行期日）
１　この規則は、公布の日から施行する。
　（経過措置）
２ 　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の様式による用紙は、当分の間、これを

取り繕って使用することができる。
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　（３）和歌山県立文書館管理要綱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
　（趣旨）
第 １条　この要綱は、和歌山県立文書館管理規則（平成５年和歌山県規則第21号。以下 ｢規則｣

という。）第11条の規定により、和歌山県立文書館（以下「文書館」という。）の管理に関し必
要な事項を定めるものとする。

　（遵守事項）
第 ２条　古文書、公文書その他の資料（以下「文書等」という。）の閲覧を希望する者は、次に掲

げる事項を遵守しなければならない。
　⑴　筆記用具以外の携帯品は、閲覧室に持ち込まないこと。
　⑵ 　文書等を汚損又は破損するような行為をしないこと。
　⑶ 　閲覧室以外の場所での文書等の閲覧をしないこと。
　⑷ 　閲覧室において喫煙及び飲食をしないこと。
　⑸　その他館長が必要と認め定めたこと。
　（閲覧方法）
第 ３条　文書等のうち古文書の閲覧は、複製物により行うものとする。ただし、館長が必要と認

める場合は、原本の閲覧を許可するものとする。
　（文書等の複写）
第 ４条　館長は、文書等が複写によって破損のおそれがあるときは、複写を行わないことができ

る。
２　複写部数は１部とする。
３　文書等の複写は、文書館の職員又は館長の指定する者が行うものとする。
４ 　館長は、文書等の複写する場合において、申請者から次のとおり規則第７条第２項の規定に

よる費用を徴するものとする。
複写使用機種 部数 料金

電子式複写機 １部 10円
　（館外貸出）
第 ５条　規則第８条ただし書に規定する館長が特に必要と認めたときは、社会教育等の公共的目

的を持つ展示会への出品等をする場合で、文書等の亡失及び損傷の防止に対し十分な配慮がな
されていることが確認できるときとする。

２　文書等の館外貸出しの申請は、文書館文書等貸出許可申請書（別記第１号様式）による。
３　館外貸出しの期間は、60日以内とする。
　（公文書の利用協議）
第 ６条  館長は、和歌山県公文書管理規程（平成13年和歌山県訓令第12号）第61条第２項の規定

により引き継がれた保存文書のうち事案完結後30年を経過したものについて、当該文書の主務
課長と保存期間及び一般利用に関する協議を行うものとする。

　（行政利用）
第 ７条　公文書を行政利用する場合は、文書館保存公文書利用票（別記第２号様式）を館長に提

出しなければならない。
２　行政利用により公文書を貸出する場合は、文書館保存公文書貸出簿（別記第３号様式）に所
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要事項を記入しなければならない。
　（文書等の寄贈）
第８条　文書等の寄贈申込みは、文書等寄贈申込書（別記第４号様式）によるものとする。
２ 　前項の規定により申込みを受けた場合には、寄贈文書等受領書（別記第５号様式）を交付す

るものとする。
３ 　寄贈文書等は寄贈文書等整理簿（別記第６号様式）により、適正に管理するものとする。
　（文書等の寄託）
第９条　文書等の寄託申込みは、文書等寄託申込書（別記第７号様式）によるものとする。
２ 　前項の規定により申込みを受けた場合には、文書等寄託契約書（別記第８号様式）を締結す

るものとする。
３　寄託文書は寄託文書等整理簿（別記第９号様式）により、適正に管理するものとする。
　（収蔵庫への立入りの制限）
第 10条　原則として、文書館の職員以外の者の収蔵庫への立入りを禁止する。ただし、館長が特

に必要と認めるときは、この限りでない。

　（収蔵庫内の安全）
第11条　収蔵庫内の通気、防湿等に注意し、文書等の損傷の予防に努めるものとする。
２　収蔵庫内においての喫煙、又は火気使用はこれを禁止する。
　（委任）
第12条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は館長が定める。
　　附　則
　この要綱は、平成５年４月１日から施行する。ただし、第２条から第５条までの規定について
は、同年７月31日から施行する。
　　附　則
　この要綱は、平成13年10日１日から施行する。
　　附　則
　この要綱は、平成15年５月１日から施行する。
　　附　則
　この要綱は、平成18年４月１日から施行する。
　　附　則
　（施行期日）
１　この要綱は、令和６年10月11日から施行する。
　（経過措置）
２　この要綱の施行の際現に締結している寄託に係る契約については、なお徒前の例による。　
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（４）和歌山県立文書館文書等取扱基本要領

　（趣旨）
第 １条  この要領は、和歌山県立文書館管理要綱第12条の規定に基づき、和歌山県立文書館（以

下「文書館」という。）における歴史資料として重要な文書その他の資料（以下「文書等」とい
う。）の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。

　（文書等の区分等）
第 ２条  文書館が取り扱う文書等の区分、種別及び対象は、次の表のとおりとする。なお、表中

引継文書を除く全ての文書等は、特別の管理を行う歴史的な資料として、和歌山県情報公開条
例（平成13年和歌山県条例第２号）第２条第２項第３号に該当するものである。

区　分 種　別 対　象
古文書 寄贈文書 和歌山県立文書館管理規則第10条の規定により寄贈を受けた

文書等のうち行政刊行物等を除くもの
寄託文書 和歌山県立文書館管理規則第10条の規定により寄託を受けた

文書等
購入文書 文書館が貴重な歴史資料と認めその散逸を防止するために購入

した文書等のうち行政刊行物等を除くもの
複製資料 複製により収集した文書等

公文書 引継文書 和歌山県公文書管理規程第61条第２項の規定により
引き継がれた永久保存文書

収集文書 和歌山県公文書管理規程第70条第１項等の規定により収集し
た歴史的価値のある廃棄文書等

受入文書 和歌山県議会、監査委員、各種行政委員会及び県出資法人等か
ら受け入れた歴史的価値のある廃棄文書等　

行政刊行物等 行政資料 平成12年和歌山県訓令第23号に基づき収集する行政刊行物等
和歌山県議会、監査委員、各種行政委員会、及び県出資法人等
の刊行物等
県内市町村等の刊行物等

研究資料 和歌山県に関する図書、出版物及び資料
文書館（公文書館）に関する図書、出版物及び資料

その他の資料 その他文書館長が必要と認めた刊行物等

　（文書等の保存及び利用）
第３条  文書館が収集した文書等は収蔵庫で保存し、目録を整備して利用に供する。
２   文書等のうち特に重要なもの及び利用回数の多いものは、原本の保存に配慮して複製物を作

成し、これを利用に供するものとする。
　（収集基準）
第４条  古文書及び公文書の収集基準は、次のとおりとする。
　⑴ 　 古文書は、和歌山県及び県内各地域の歴史を将来に伝えるために重要と認められる書状、

記録等を、それが作成された年代にとらわれずに収集するものとする。
　⑵　公文書の収集基準は別に定めるものとする。
　（委任）
第 ５条  この要領に定めるもののほか、文書等の収集・整理・保存・利用に関し　必要な事項は、
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文書館長が別に定める。
　　附　則
　この要領は、平成５年４月１日から施行する。
　　附　則
　この要領は、平成13年３月１日から施行する。
      附　則
　この要領は、平成13年７月19日から施行する。
　　附　則
　この要領は、平成14年11月19日から施行する。
      附　則
　この要領は、令和６年７月18日から施行する。
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（５）和歌山県行政刊行物等の収集に関する訓令

平成12年７月11日
訓令第23号

　和歌山県行政刊行物等の収集に関する訓令を次のように定める。
　　　和歌山県行政刊行物等の収集に関する訓令

庁中一般
各地方機関

　貴重な歴史資料となりうる県行政刊行物等の散逸を防ぐとともに、それらを長期にわたり有効
活用するため、各所属長は、行政刊行物等を発行したときは、発行日から１月以内に行政刊行物
等発行通知書(別記様式)により和歌山県立文書館長に通知するとともに、当該行政刊行物等を２
部文書館に送付しなければならない。

記
　行政刊行物等とは、各所属が職務上作成した印刷物で次に掲げるものをいう。
　１ 　議会資料、監査資料、広報資料、統計資料、調査報告書、計画書、要望書、各所属の業務

概要、事業又は施策の実績報告、研究紀要その他これに類するもの
　２　地図、ちらし、パンフレットその他これに類するもの
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